























































ある.WHO World Malaria Report 2016によると,マラリ
アは世界91カ所の国と地域で流行しており,2015年には
2億1,200万人の罹患者と42万9千人の死亡者が推定さ
れている.最新のアーテミシニン治療薬にも薬剤耐性が進
みつつあり,マラリア対策の切り札としてワクチン実用化
が切望されている.【ワクチン開発：マラリア原虫エノ
ラーゼの発見】 群馬大学において1990年に医学部の鈴木
と狩野らによる流行地に疫学調査から,熱帯熱マラリア患
者の快復期における原虫エノラーゼ(Pf-ENO)へ高い抗体
価を示すことが報告された.そこでPf-ENOのアミノ酸配
列をもとにAD22ペプチド抗原の研究が開始され,現在は
ワクチン候補として非臨床試験が進められている.【ワク
チンの作用機序：原虫エノラーゼによる宿主への侵入阻
害】 ENOは解糖系酵素として知られている.しかし近年,
肺炎球菌やマラリア原虫などにおいて,微生物表面に発現
したENOが宿主であるヒトのプラスミノーゲン (PLG)
と結合し,ヒト細胞への侵入を促進する新しい役割が見出
された.PLG結合部位は,我々のワクチン候補抗原と同じ
ENO上のループ配列である.そこで合成ペプチドと
ELISA法によるPLG結合メカニズムの研究を行った.さ
らに,PLG部分構造とループ配列との相互作用についてコ
ンピューターによる分子シミュレーションからも検証を
行った.【結 語】 ENOによるPLG活性化は,感染症の
みならず,がん細胞の転移や単球の遊走など様々な役割が
議論されている.しかし病原微生物に限ってもPLG活性
化がどのように宿主細胞への侵入に寄与しているのか？
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